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革

本市で臥明治2 2年の市制施行と同時に上水道設置の要望が高まり、明治4 3年より水源地調査など

が開始された。その結果、水源地として八景水谷・水前寺などが、また、配水池として熊本城・立田山な

どがそれぞれ候補地として挙げられたが、水利関係などにからむ粁余曲折をへて、大正1 1年3月に、八

景水谷を水源地に、立田山を配水池にとする計画の事業認可を受けた0

本事業臥大正1 2年4月に関係住民との了解も成り、大正1 3年1 1月(総事業費約2 1 2万円)に

竣工し通水をみた。

その後、市周辺町村の合併が進むとともに、水道も拡充をれたが、第2次大戦による施設の荒廃と戦後

の市人口の増加は必然的に配水能力の不足を招き、戦後の一時期臥時間給水などにより運営せざるをえ

ない状態とTLったO

これに対処するため、水源地の確保を主とした第1次拡張事業を起しているoまず、第1期工事として、

旧三菱重=業の施設を買収し健軍(現健軍水源地)に水源を求め、総事業費1,700万円により昭和25年

8月に竣=し、 1日の配水能力も36,000m3と増強された.

第2期=事として、昭和2 5年8月に、目標年次昭和4 0年にかける給水人口20万人、 1日最大給水

量60,000 m3として着=し、 -本木及び亀井の2水源地の新設、立田山配水池の増設などを、総事業費約

3億32O万円により昭和31年1 1月に完=しているo

引き続いて昭和3 3年1月に、昭和4 6年における給水人口3 5万人、 1日最大給水量103,000 m3と

した第2次拡張事業(5カ年計画)を着工し、川尻・#山の両水源地の新設、徳王配水池の新設、健軍・

八景水谷両水源地の井戸増設及び立田山配水池の増設などを実施(総事業費7億9,800万円)し、昭和

4 0年3月に完成、これにより川尻・高橋地区があらたに給水区域とTLったっ

昭和4 0年代に入ると、都市活動の急速な進展とともに市周辺部-の市街地の拡がりはめざましく、水

の需要増は次の計画の発足を急がせ、昭和4 1年4月第3次拡張事業に着手したO当初計画は、昭和5 5

年における給水人口425,700人に対して1日最大給水量165,000m3を給水するための事業を、 1 0カ

年間事業として実施するとして発足した。しかし、予想以上の急激な水需要の伸びにより、昭和4 4年

1 0月には目標年次における1日最大給水量を211,140m-とする第1回の計画変更を余儀TLくされたo

また昭和4 7年1月、西部地区の原水の除鉄、除マ/ガ/浄水施設を設置するため、第2回目の計画変

更を行った。

さらに昭和4 8年1月に臥託麻村の合併と市街地の拡大等に対処するため、給水区域の変更に併せて

給水人口461.000人、 1日最大給水量283,000m3とし、事業年次を昭和5 3年度(El標年次昭和55

年)まで延長した第3回計画変更を実施した.しかしながら、昭和5 4年度からの発足を予定した新拡張

計画の取水地点が変更とTi・つたことなどから、急きょ、昭和5 4年1月に、目標年次を昭和5 6年とした

第4回計画変更を行い、昭和5 5年度で完了した。

第3次拡張事業の目標年次が昭和5 6年であることに加えて、都市構造の変化と市民の生活水準の向上

等による将来の水需要は更に増大するものと考えられ、併せて御幸・田迎・画図などの呆給水区域の解消

TLどを包含した第4次拡張事業の策定を急ぎヽ昭和5 5年2月に、目標年次昭和65年、給水人口615,800

人、 1 E]最大給水量370,000m!とする事業の認可を得て昭和5 5年度から着手したO

この第4次拡張事業でも、その原水は全量地下水でまかなう計画であるo現在、昭和6 2年度の完成を

目指して事業を進めているが,停漸ヒ現象にあった水需要が最近増加傾向に転じており・今後は特に撤密

な水需要予測を行いながらより効率的な施設の整備を図っていくo
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なお.本市の水道水は、おいしい水として知られているが、これは上水道の水源が全て地下水であるこ

とと、しかもその地下水が阿蘇山の火山活動によって形成された火山性の地層中で生成されていることに

起因しており、厚生省が昭和5 8年に実施した全国のおいしい水道の調査結果でも,本市の水道水は特に

おいしい水道(深井戸)の部にランクされ、特級水としての折り紙が付けられている。

第4次拡張事業計画

昭和65年において,給水能力3 70,0 00ms/日(増量8 8,0 00my日)を確保するO

認可年月日

期　　　間

目標年次

基本計画

総事業費

事業内容

巨頭mms

E∃mmm

導水施設

導水管

浄水施設

滅菌装置

送水施設

送水ポンプ

送　水　管

配mam

配　水　池

配水ポンプ

配　水　管

昭和55年2月1 8日(昭和58年1月7日第2回計画変更)

昭和55年4月1日・-昭和63年3月31日

昭和65年

計画給水人口　615,800人　　1日最大給水量　370,000卵

1人1日最大給水量　6014/入日1人1日平均給水量　　462vS/K日

31,272,624千円(内起債31,0.35,000千円)

20本(内予備井2本)取水能力8 8,0 0 0 irf/日

口径1,200-15　　　　　延長-10,576m

8式

4台

口径70Q-400mm　　　延長-7.1 56m

6池　配水能力62.750m3

9台

口径1,350-75mm　　　延長-280,145m
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2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

区 分

年 度

行 政 区 域 内 (軸 給 水 区 域 内 田) 現 在 給 水 (C )

人 口 戸 数

普 及 率 (C / A )

人 口 F &
普 及 率 (q /匂 )

人 口 戸 数

人 口 戸数 人 口 戸 数

5 4 人
5 1 6 2 9 8

1 6 4 ,1 3 宕
9 0 .2 9 7 *

5 1 5 ,7 6 か 戸
1 6 4 ,0 2 4

9 0 ? 9 7箸
4 6 6 1 7 2 " !蝣5 9 .7 2 f

5 5 5 2 5 ,6 7 9 1 7 9 ,3 0 4 9 0 .6 9 2 .5 5 2 5 3 5 6 1 7 9 2 3 6 9 0 .6 9 2 5 4 7 6 .0 1 3 1 6 5β019

5 6 5 3 2 0 2 3 1 8 2 4 5 5 9 1 .0 9 2 9 5 3 1 ,6 9 4 1 8 2 3 8 7 9 1 .0 9 3 0 4 8 4 0 8 3 1 6 9 ,5 4 1

5 7 5 3 8β2 5 1 8 5 3 4 6 9 1 .0 9 3 5 5 3 7 ,6 9 8 1 8 5 2 7 8 9 1ユ 9 3 .5 4 8 9 .7 0 5 1 7 3 2 6 7

5 8 5 4 4 3 3 4 1 8 8 9 1 6 9 1 .1 9 3 S 5 4 4∫) 0 7 1 8 8 ,8 4 8 9 1ユ 9 3 .9 4 9 5 ,6 2 8 1 7 7 2 3 9

(2)配　水　量

区分

旬 夏

総 配 水 量
1 日 最 大 1 日 最 小 1 日平 均 1人 1 日最 1人 1 日平 最大 月 の 1 日

配 水 量 配 水 量 配 水 量 大 配水 量 均 配 水 量 平 均 配 水 量

5 4

3 8/ 1 2 3 9 ,5 1ぎ 3 3 5 1 4 i 2 名 3
m7 2 .6 5 5 ,1 3 8

1/ 1 1 4 9 .4 1号 1 9 8 .5 1 ? m
2 1 7 2 5 6

5 5 7 0 ,9 1 8 ,6 5 0 7 / 2 1 2 4 0 ,8 0 8 1/ 1 1 4 2 3 5 7 1 9 4 ,2 9 8 5 1 0 4 1 1 2 1 7 3 3 2

5 6 7 2 8 0 5 ,7 8 9 7/ 1 8 2 3 1 .8 6 0 1/ 1 1 5 0 ,9 8 2 1 9 9 .4 6 8 4 8 1 4 1 3 2 2 1 .4 1 5

5 7 7 5 ,1 4 6 2 0 7 7/ 3 0 2 4 8 ,0 6 6 1/ 1 1 5 8 ,9 6 7 2 0 5 β8 0 5 0 7 4 2 1 2 1 6 .6 8 5

5 8 7 9 3 4 7 .6 8 7 8/ 4 2 6 9 3 3 9 1/ 1 1 6 1 ,5 8 6 2 1 6 .7 9 7 5 4 3 4 3 7 2 4 3 ,4 9 0

β)有収水量と無効水量

区分

旬 夏
総有 収 水 量

1 日平 均

有収水量
布陣 無 収 水量 無 収率 総 有効 水 量

1 日平 均

有 効 水量
有恥 無 効 水 量

5 4
m 3 m 3 % nf % ♂ m 3 % m S %

5 5 ,3 7 3 ,7 1 1 1 5 1 2 9 4 7 6ユ 4 3 8 ,1 7 4 0 .6 0 5 5 ,8 1 1ー8 8 5 1 5 2 .4 9 1 7 6 .7 1 6 ,9 8 4 ,6 0 1 2 3 3

5 5 5 5 ,5 1 5 8 8 8 1 5 2 0 9 6 7 7 9 4 2 6 ,0 9 9 0 .6 0 5 5β4 1,1 8 7 1 5 3 2 6 4 7 8 5 1 5 3 1 7 2 1 0 2 1.5

5 6 5 8 ,0 3 1 5 7 1 1 5 8 ,9 9 1 8 0 .1 4 1 5β2 7 0 .5 7 5 8 .4 4 6 .5 9 8 1 6 0ユ2 8 8 0 .7 1 4β 0 3 2 3 3 1 9 3

5 7 6 0 ,0 2 3 8 7 0 1 6 4 ,4 4 9 8 0 .1 2 9 2ユ2 3 0 .3 9 6 0 ,3 1 5 ,9 9 3 1 6 5 2 4 9 8 0 .5 1 4 β1 1 ,4 9 3 1 9 .5

5 8 6 2 .7 0 0 ,6 9 2 1 7 1 ,3 1 3 7 P .1 1 ,0 5 3 ,9 9 2 1.3 3 6 3 ,7 5 4 ,6 8 4 1 7 4ユ9 3 8 0 .5 5 ,4 9 2 9 0 4 1 9 .6

(4)水道管延長

区 分

年 度
導 水 管 延 長 送 水 管 延 長 配 水 管 延 長

5 4 1 5β0 7 m 2 2 3 0 7 m 1 3 4 7 ,5 5 8 m

5 5 1 8 .7 5 1 2 3 ,5 3 1 1 ,4 0 4 ,7 2 5

5 6 2 0 ,4 5 3 2 3 ,5 3 1 1 ,4 4 3 ー5 1 7

5 7 2 2 D 8 1 2 3 5 3 1 1 ,4 7 6 3 7 3

5 8 2 3 ,5 9 4 2 3 ,7 9 2 1,5 1 6 ,7 6 6
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(5)口径・用途別給水量及び収入状況

(昭和58年度)

区 分

% u 給 水 量 構 成 比 収 入 構 成 比

Ⅲm
1 3

3 7 ,3 3 6 ,3 9 9m 5 9 .5 & 2 月 4 6 ,9 7 9 ,7 3 6 円
4 9 .0 1

2 0 6 .7 8 9 .5 4 2 1 0 .8 3 5 2 4 ,9 4 0 ,0 8 6 9 .7 3

般

用

2 5 5 ,3 1 1 ー2 9 1 8 .4 7 4 8 7 ー8 0 4 ,7 0 9 9 .0 4

4 0 4 ,0 9 6 ,3 2 5 6 .5 3 5 1 2 ,6 5 3 ,8 0 3 9 .5 0

5 0 3 ,0 6 2 .3 6 8 4 .8 8 4 0 3 ,4 5 6 .3 3 2 7 .4 8

7 5 3 .5 1 7 ▼3 1 7 5 .6 1 4 7 2 ,1 0 2 ,7 7 8 8 .7 5

1 0 0 1 .7 3 5 ,5 8 4 2 .7 7 2 3 7 ,5 1 4 ,0 7 5 4 .4 0

1 5 0 4 1 8 ,3 7 4 0 .6 7 5 9 ,3 4 8 ,3 4 0 1 .1 0

浴 場 営 業 用 1 5 1,5 7 6 0 .2 4 3 ,9 6 2 .0 3 8 0 .0 7

共 用 1 1 1 ,2 3 5 0 .1 8 5 ,7 0 0 .6 9 0 0 .l l

一 時 用 1 7 0 ,6 8 1 0 .2 7 4 0 .9 6 3 .4 4 0 0 .7 6

計 6 2 .7 0 0 .6 9 2 1 0 0 5 ,3 9 5 ,4 2 6 ,0 2 7 1 0 0

(6)漏水防止対策

ア　漏水調査

志 聖

調査 管路 延 長
漏 水 防 止

(修 繕 ) 件 数
推 定 防 止量 調 査 費

5 4
Km

6 2 0
8 4 4件 2 ,4酢 日 千円

4 0 .5 9 5

5 5 6 1 4 1,3 8 4 4 ,0 1 5 4 4 ,8 3 6

5 6 6 5 2 9 3 7 4 ,2 3 4 4 1 ,1 0 6

5 7 6 4 0 1,7 2 2 6 .5 1 7 3 3 ,4 9 7

5 8 6 6 7 1,2 5 0 5 ,0 2 1 4 8 ,3 4 4

イ　配水管整備事業

蒜 ＼ 堅
口 径 工 事 件 数 布 設 香 延 長 x -di e

5 4
nun ruin 件 孤 千円
3 0 0 ~ 7 5 1 4 7 ,4 1 3 2 5 9 .0 4 2

5 5 3 0 0 ~ 7 5 2 7 1 8 .4 0 1 5 7 7 ,2 2 8

5 6 2 5 0 - 7 5 2 9 1 4 ,3 8 8 4 4 0 .9 0 9

5 7 2 5 0 - 7 5 3 6 1 2 .0 8 3 4 1 4 ,7 4 0

5 8 3 0 0 ~ 7 5 3 4 l l -3 1 3 4 1 7 ,0 6 1
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3　料金及び加入金

(1)水道料金
昭和58年12月　9日改定
昭和59年　2月　1日実施

E *

口径

.用 途 別

基 本 料 金

( 1 月 に つ き )

裡 量 料 金 ( l m3に つ き)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

* ?

用

mm
1 3

8 m 3以 下 5 8 0 円
9 Iが以上

2 0 mユ以下

1 0 0 円

2 1 m3以 上

3 0 r㌔以下

1 2 0 円

3 1 m3以ー上

4 0 r㌔以 下

1 3 0 円

4 1 r㌔以 上

1 5 0 円

2 0 8 I㌔以 下 7 3 0

2 5 8 m 3以 下 1,0 3 0

4 0 2 .8 0 0

1 m 3以 上

5 0 r㌔以 下

1 5 0 円

5 1 m'蚊 上

1 0 O t㌔以 下

1 6 0 円

1 0 1 m 3以 上

5 0 0 m3以 下

1 8 0 円

5 0 1 ㌔以 上

2 1 0 円

5 0 6▼2 0 0

7 5 l l ,0 0 0

1 0 0 1 9 .0 0 0

1 5 0 4 0 ,0 0 0

浴 場 営 業 用 15 0 m3以 下 4,0 0 0 円 1 5 1 m 3以 上 1 m3につ き 4 0 円

共 用 給 水 装 置
1 戸 に つ き 6 I㌔以 下

J(基 本 水 量 ) 3 0 0 円

基 本水 量 を こえ る水量 1 m8につ き 5 0 円

一 時 用 1 m3 につ き 3 6 0 円

私 設 消 火 せ ん
口径 5 0 m 未 満 2 0 分 以 内 1 個 1 回 に つ き 3 0 0 円

口径 5 0 m 以 上 2 0 分 以 内 1 個 1 回 につ き 6 0 0 円

連 合専用給 水装 置 1 戸 に つ き一 般 房 の料 金 を適 用

(2)共同住宅の料金
昭和58年12月　9日改定
昭和59年　2月　1日実施

「共同住宅」とは、受水槽を設けて給水を受ける集合住宅を

いう。

◎共同住宅で、各戸に局で定めたメーターが取付られている場

合は、各戸毎のメーター口径に応じた「一般用」の料金を適

用する。

◎共同住宅で、各戸にメーターが取付られていない場合は、上

表の「一般用口径20mm料金」で計算したものの合計額とす

る。 (ただし各戸均等使用とみなす。)
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(3)nn7金品.-..V'.-K'l

・>;蝣...11=昔言・l
メーター口径 基 準 額

nun 円
60,0 0 01 3

2 0 12 0,0 0 0

25 18 0,0 0 0

40 60 0,0 0 0

50 1.20 0,0 0 0

75 3,00 0,0 0 0

1 00 6.00 0,0 0 0

1 50 1 2,00 0,0 0 0

(咲)増径工事の場合は現在の口径と
新口径の差額とする



(4)料金収納状況
(昭和58年度)

区 分 人員
交 付 額 収 納 額 収納率 1人1胡 当たり交付額

件 数 金 額 件 数 金 額 件数 金顔 t* 5R 金 額

委託集 金 63
1,0 4 8ユ6 F 22 2 6 6 2 9,7 2 ^ 94 2 S 6 許 20 0 8 .4 1 35 7 7̂ 9 0.8,0 9 0.i 13 8 許 2 5 4 5 2 7甲

整 理集 金 5 7,5 1 3 3 3 .4 5 3.63 5 7∫)3 5 3 05 4 42 6 5 9 3.6 9 2.2 12 5 5 57 ,5 6 1

計 68 1,0 5 5,6 7 6 2 2 6 0 0 8 33 5 8 9 50 .0 0 1 20 3 9 2 5 78 4 2 9 0.0 9 02 1-5 1 1 35 0 2 8 3 8

(荏)昭和42年4月1日委託業務開始

要.託　先　　熊本市練兵町1 0番1号　株式会社肥後集金センター

委託件数　　月平均87,347件　委託率100%

委託手数料　教区l件につき107円(昭58. 4. 1改定)

4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項
5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

総 収 益 5 ,0 8 9 ,8 5 3 ,7 0 5 5 ,0 0 3 ,6 7 0 ,8 5 4 5 ,3 1 8 ,8 0 6 ,7 8 3 5 ,7 3 0 ,9 4 1 , 4 2 8 5 ,7 6 5 . 5 9 0 . 6 1 1

科 金 収 入 4 ,8 1 6 ,5 8 1 ー7 0 8 4 ,8 1 6 ,7 1 1 ,3 9 2 5 ,0 1 1 ,4 1 6 , 2 3 5 5 ,1 6 2 ,8 1 7 ,2 2 3 5 ,3 9 5 ,4 2 6 ,0 2 7

そ の 他 収 入 2 7 3 ,2 7 1 ,9 9 7 1 8 6 ,9 5 9 .4 6 2 3 0 7 ,3 9 0 , 5 4 8 5 6 8 ,1 2 4 2 0 5 3 7 0 ,1 6 4 ,5 8 4

総 費 用 4 ,4 0 9 ,2 5 4 ,3 7 5 4 ,8 9 0 ,6 0 4 ,9 5 4 5 , 5 7 1 ,5 0 6 ,8 1 8 6 , 7 0 8 , 7 1 0 ,1 5 1 7 ,3 5 0 . 1 9 3 ,3 8 0

職 員 給 与 費 1 ,7 3 9 ,4 4 0 ,8 2 3 1 .6 7 5 ,8 6 3 .0 9 7 1 ,8 4 4 ,0 6 0 ,3 4 1 2 ,1 0 3 ,3 8 7 ,7 7 9 1 ,9 8 8 ,1 4 7 ,0 7 4

電 力 費 4 4 1 , 1 9 0 ,1 4 6 7 0 0 ,0 9 5 ,2 8 0 7 2 6 ,1 8 0 ,2 2 8 7 5 2 ,8 5 4 ,1 6 0 7 8 7 ,8 4 5 , 7 4 2

物 件 費 1 2 4 ,1 9 4 ,7 8 4 9 3 ,3 6 4 ,4 8 6 8 4 ,1 7 6 ,1 6 4 1 0 0 ,5 7 4 ,8 6 4 1 0 0 , 5 5 1 , 8 1 4

減 価 償 却 費 5 5 7 , 1 9 6 ,1 8 7 6 0 5 ,9 7 0 ,9 2 4 7 0 6 ,1 8 4 ,0 0 7 8 2 5 ,1 3 2 ,9 1 9 9 5 1 , 1 5 5 ,0 0 7

支 払 利 息 8 0 1 -4 2 5 ,2 3 3 9 6 7 ,8 4 2 ,2 8 4 1 .3 0 9 ,7 9 7 -6 8 5 1 ,7 7 4 ,2 4 9 .4 0 2 2 ,2 6 1 ー0 5 6 ,6 3 8

そ の 他 7 4 5 ,8 0 7 ー2 0 2 8 4 7 ,4 6 8 ,8 8 3 9 0 1 , 1 0 8 ,3 9 3 1 , 1 5 2 ,5 1 1 , 0 2 7 1 ,2 6 1 ,4 3 7 , 1 0 5

単 年 度 損 益 6 8 0 ,5 9 9 .3 3 0 1 1 3 ,0 6 5 ,9 0 0 △ 2 5 2 -7 0 0 -0 3 5 △ 9 7 7 ,7 6 8 ▼7 2 3 △ 1 ,5 8 4 ,6 0 2 ,7 6 9

(2)資本的収支の推移 (単位　円)

年 度

事 項 5 <1 5 5 5 6 5 7 5 8

資 本 的 収 入 2 ,5 7 7 ,3 3 8 ,2 8 5 4 ,4 2 7 ,0 2 8 ,2 0 4 6 ,7 9 7 ,3 3 7 ,5 8 3 7 .3 1 2 ,2 4 6 ,8 1 8 5 ,7 5 6 .0 4 7 ,1 1 3

企 業 債 2 ,0 8 6 .6 0 0 ,0 0 0 3 ,9 4 4 ,4 0 0 ,0 0 0 6 ,4 1 5 ,0 0 0 ,0 0 0 6 -7 5 9 ,5 0 0 ,0 0 0 5 .1 1 2 .8 0 0 .0 0 0

そ の 他 収 入 4 9 0 ,7 3 8 ,2 8 5 4 8 2 ,6 2 8 ,2 0 4 3 8 2 ,3 3 7 ,5 8 3 5 5 2 .7 4 6 .8 1 8 6 4 3 ,2 4 7 ,1 1 3

資 本 的 支 出 3 ,3 8 1 .9 7 8 , 3 1 1 5 ,0 9 1 ,0 7 0 ,4 5 7 6 ,9 6 9 . 3 9 9 ,0 2 0 7 ,6 9 0 ,3 2 7 ,3 9 5 6 ,2 7 9 ,7 9 4 ,9 2 3

建 設 改 良 費 3 ,1 2 8 ,7 5 8 ,8 1 0 4 ,8 0 5 ,0 3 7 ,5 7 9 6 .6 6 3 ,5 3 9 .4 5 2 7 ,3 6 9 ,8 5 7 ,7 5 4 5 ,7 7 7 ,8 7 3 ,9 7 4

企 業 債 償 還 金 2 5 3 ,2 1 9 ,5 0 1 2 8 6 ,0 3 2 ,8 7 8 3 0 5 ,8 5 9 -5 6 8 3 2 0 ,4 6 9 ,6 4 1 5 0 1 ,9 2 0 ,9 4 9

資 榊 収 支 楠 も旗 8 0 4 ,6 4 0 ,0 2 6 6 6 4 ,0 4 2 ,2 5 3 1 7 2 .0 6 1 ,4 3 7 3 7 8 ,0 8 0 ,5 7 7 5 2 3 ー7 4 7 ,8 1 0

-314-



(3)供給単価及び給水原価
(単位　円/m3)

年 度
事 項 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8

供 給 単 価 4 22 5 4 4 .4 4 7 2 2 9 7 1 .6 7 8 6 3 9 8 6 5 7 8 6 .7 6 8 6 .3 6 8 6 .0 1 8 6 D 5

給 水 原 価 5 4.1 6 5 7 5 4 6 3 .5 6 6 8 .6 5 7 2 0 8 7 6 3 6 8 61 3 9 4 3 1 1 0 9 .l l 1 1 3 3 7

損 益 △1 1 .9 1 △ 1 3 1 0 8 .7 3 3 .0 2 1 4 .8 1 1 0 .6 1 0 .6 3 △7 .9 5 △2 3 .1 0 △2 7 3 2

5　職員数及び給与

(1)職種別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59. 4. 1現在)

+ ㍉
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

男 1 9 9 2 1 5 3 9 4 3 5 8

女 0 2 3 2 0 0 2 5

計 1 1 2 2 2 1 7 3 9 4 3 8 3

(2)職種別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭59. 4月分)

職種別

事項
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

基 本 給田 4 9 9 .3 0 0 2 6 6 ー2 7 8 2 4 2.3 0 3 1 8 8,0 2 1 3 4 1,9 7 5 2 4 6.1 2 5

特‥殊 勤 務 手 当円 0 8.6 5 9 l l-6 2 9 1 2.7 3 5 8,0 0 0 1 0.7 2 7

超 過 勤 務 手 当円 0 1 7.2 0 4 2 0.8 0 3 8 9 5 2 5,9 1 9 1 7,6 2 9

そ の 他 の 手 当円 0 1 2 ,6 2 9 9.7 7 3 8,0 3 1 l l-5 5 0 1 0.4 9 8

合 計円 4 9 9 .3 0 0 3 0 4,7 7 0 2 8 4,5 0 8 2 0 9,6 8 2 3 8 7,4 4 4 2 8 4,9 7 9

年 齢(カ 5 2 .1 4 2.0 3 7.9 3 2 .7 5 7.4 3 8 .9

勤 続 年 数印 1.l l 1 9.7 1 6.2 1 0.1 3 0.3 1 6 .9

(荏)合計欄は特別職を除く
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6　施　　設

(1)水道施設
(昭59. 4.1現在)

名 称 竣 工 年 次 施 設 能 力

施 設 内 容

井 戸 .+' > 7 '

浅 . 深 取 水 送 水 配 水

水

八 景 水 谷 大 1 4. 3 2 4 ,0 0 0 m 3/ 日 2 本

1

2 本 2台 6 台 .こ、
1=1

健 軍 昭 2 5.. 1 2 9 2 ,0 0 0 1 3 6 4 6

4

4

一 本 木 2 7. l l 1 7 ,3 0 0 3 3 3
亀 井 3 0. 3 l l,0 0 0 1 3 3 3

3

源

川 尻 3 6. 9 9 ,0 0 0 2 2
城 山 3 8. 3 l l ,0 0 0 4 4
沼 山 津 4 6. 2 5 4 ,5 0 0 1 0 1 0

也
麻 生 田 4 4. 3 3 7 ,0 0 0 9 9

託 麻 4 5. 1 1 移 管 9,5 0 0 6 5 2

山 室 5 0. 3 6 ,7 0 0 2 2 3

池 上 5 1. 3 1 0 ,0 0 0 4 4 3
.庄 口 58 . 3 3 8 ,0 0 0 8 8

配

立 田 山 大 14. 3 2 2 ,5 0 0 m 3 鉄 筋 コ ン ク 1) - ト造 9 5 池

徳 王 昭 3 5. 3 1 0 ,5 0 0 4
川 尻 5 7. 3 4 ,0 0 0 1

水
城 山 3 8. 3 2 ,6 3 0 2
小 山 山 5 6. 3 3 ,5 0 0 2

池
岩 倉 山 4 7. 3 l l ,2 5 0 3
健 軍 4 9. 5 2 4 ,0 0 0 2

万 日 山 5 1. 5 5 ,0 0 0 2
沼 山 津 5 5. 6 1 8 ,0 0 0 2
秋 田 58 . 4 0 .0 0 0 2

加

島 崎 3 8. 5 7 2 Iが//時 ポ ン プ 2 台

長 迫 3 9. 9 5 4 2

圧
立 田 山 4 0. 3 7 5 0 2

岩 倉 山 4 U. l l 2

求

ン′

上 松 尾 4 3. 6 1 2 .6 2

谷 尾 崎 4 4. 3 1 3 2 2

つ つ じ ヶ 丘 4 4. 1 0 2 1 1

プ
本 妙 寺 第 1 4 7 . 1 2 7 5 2

本 妙 寺 第 2 5 0 . 3 2 5 .2 2

所 徳 王 5 6. 3 6 0 o

花 岡 山 5 6. 3 1 5 2

水 道 軍 念 醇 4 9. 6 奄 料 展 示 物 2 (i 0 y ;点

(荏)施設能力欄中　水源地--取水最大能力　配水池　-容量　加圧ポンプ所一一揚水量を示す-

(2)局　　舎

所　在　地　熊本市水前寺6丁目2番45号

敷地面積　9,344rf

(本　館)

建物面積　延3,480i,㌔

着　　　工　昭和37年12月28日

竣　　　工　昭和38年12月20日

構　　　造　鉄簡コンクT)-ト、地下1階、

地上3階、塔屋1階

施　　　工　龍建設株式会社

総　工　費　190,621千円
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(別　館)

延3,359n㌔

昭和56年4月28日

昭和57年5月1 2日

鉄筋コ/ク1)-ト

地下1階.地上3階

龍建設・熊本金子組建設共同企業体

626,667千円

< ,



(3)管理センター

所　在　地　局舎別館3階

竣　　　工　昭和58年7月

目　　的,市東部地区の健軍、沼山津、託麻の各水源地及び秋田配水場、戸島送水場(建設中)の5系統

の送配水施設を、情報処理及び遠隔監視缶脚システムにより、一元的に監視操作することで、

水の安定供給と水道施設の経済的運用を図る。

設備概要　ア　情報処理設備

中央処理装置

入出力タイプライタ一

位気テープ装置

CRTディスプレイ装置

カラー-ードコピー装置

(4)水質検査室

所　在　地

竣　　　工

水質分析機器

1　式

1　台

2　台

2　台

1　台

sMSMw

イ　遠隔監視制御設備

水源地系遠隔監碗制御装置(親局・子局)　5　式

方旺ポンプ所系　　　　　〝

路上局系

グラフィック/1ネル

バックアップ操作卓

SMSMH

ウ　気象観測設備

工　自家用発電設備及び無停電電源設備

局舎別館1階

昭和57年5月

ガスクロマトグラフィー

原子吸光分光光度計

分光光度計

イオンクロマトグラフィー

イオンメーター

ォ」Mil-
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蓬

1 2　式

1 7　式

1　式

1　式

3　台

1　式

2　台

1　式

1　台
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